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　11月７日、天間東小学校（木田邦彦校長）の全校児童約月７日、天間東小学校（木田邦彦校長）の全校児童約7070人は人は、

同校近くの畑で５月に植えたアピオスの収穫を行いました。食育

の一環として毎年恒例となっており、平成23年度からは、東日

本大震災の被災者に元気になってもらおうと、被災地の小学校に

収穫したアピオスを送っています。12月中につる切りが行われ、

来年１月には宮城県石巻市の小学校に送られます。 
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　11月７日、天間東小学校（木田邦彦校長）の全校児童約70人は、

同校近くの畑で５月に植えたアピオスの収穫を行いました。食育

の一環として毎年恒例となっており、平成23年度からは、東日

本大震災の被災者に元気になってもらおうと、被災地の小学校に

収穫したアピオスを送っています。12月中につる切りが行われ、

来年１月には宮城県石巻市の小学校に送られます。 
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アピオスたくさん採れたよ 
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　天間舘中学校（小比類巻謙校長）で11月13日、榎林中学校（水木恵一校長）で11月19日、来春の学校統廃

合に伴う閉校記念式典が行われました。在校生や教職員のほか、歴代校長やPTA会長が出席し、代々育まれて

きた伝統と歴史を振り返り、学びやとの別れを惜しみました。全校生徒による記念合唱やステージ発表が式典

を締めくくり、新生「天間林中学校」の開校に向け、決意を新たにしました。 

　両校は、1947（昭和22）年4月に天間林村立中学校として創立され、ちょうど70年目を数える節目の年に歴

史から幕を下ろすこととなります。平成27年10月から開始した天間林中学校の校舎建設工事も、平成28年11

月30日をもって終了し、これから引っ越し作業が始まろうとしています。校章や教育目標、部活動などもすで

に決定しており、新たな歴史のスタートラインは着実に迫っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　祖母、父、私へと時代を超えて愛されてきた天間舘中学

校が閉校になるのは残念でなりません。今年度の行事すべ

てに「最後」という言葉が付き、70年間の歴史の中で、１

番良かったと思える行事にしようと全校一丸で取り組んで

きました。 

　来年度からは、校名も校舎も変わることになりますが、

本校の歴史や伝統、仲間と過ごしたかけがえのない思い出

はいつまでも私たちの心の中に残り続けるでしょう。後輩

の皆さんには、伝統を継承しながら、新たな伝統を築き、

新校での生活を充実させてほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

　私たちの代まで受け継がれてきた榎中魂には、「苦しいこ

とがあっても屈することなく行動する」、「現状に満足せず

より良いものを目指し挑戦する」、「感謝の気持ちをもって

素直に一生懸命生きる」という教えが込められています。 

　数えきれない思い出が詰まった榎林中学校がなくなるのは、

寂しい気持ちでいっぱいですが、本校で成長を続けた私た

ちが、榎中魂を忘れることは決してありません。榎中魂を

新たな未来の創造に役立てていきたいと思います。 

 

天間舘中学校生徒会長　鳥谷部泰成くん 

榎林中学校生徒会長　小坂大樹くん 
 

▲天間舘中学校在校生110名による記念合唱 ▲榎林中学校在校生45名によるステージ発表 

えのちゅうだましい 

学びやでの思い出ずっと忘れない 

天間林地区２中学校で閉校記念式典 
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法務大臣表彰 
おめでとうございます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　11月11日、七戸幼稚園で茶道教室が開かれ、園児9

人がお茶の飲み方や運び方、お辞儀などの礼儀作法を

学びました。七戸幼稚園では、昨年から定期的に茶道

教室を開催しており、今年度はこれが６回目。園児は、

かわいらしい浴衣に身を包み、町内で茶道を教えてい

る見林宗美さんの指導を受けながら、おもてなしの心

を深めていました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲茶碗の持ち方を教わる園児たち 

 

 

　屋内スポーツセンターで10月29・30日の両日、し

ちのへオータムフェスタ2016が行われ、町内外から

多くの家族連れが来場しました。今年は、昨年まで文

化部門と農林畜産部門で分かれていた会場をひとつに

して行われ、町民の芸術作品や農産物が展示されたほ

か、各種文化団体によるステージ発表が観客を楽しま

せていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲芸術作品や農産物の展示でにぎわった 
　　　  しちのへオータムフェスタ2016  　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 萠出　ふささん 
大正５年11月13日生（李沢） 

もだしもだし 

 

 

 

 

 

 

 萠出　ふささん 
大正５年11月13日生（李沢） 

 

 

旭日双光章 

工藤　耕一 氏 
（天間４）

地方自治功労 
（元七戸町議会議員としての功績） 

 

 

 

 

松尾　幸一 氏 
（天神林） 

（人権擁護委員としての功績） 

 

 

 

瑞宝単光章 

福田 定右衛門 氏 
（花松）

消防功労 
（元七戸町消防団副団長としての功績） 

秋の叙勲おめでとうございます 

 

もだし 

芸術・食欲の秋！ 
　オータムフェスタ2016 
 

七戸幼稚園園児 
茶道教室で礼儀作法学ぶ 
 

100歳おめでとうございます 100歳おめでとうございます 
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　10月15日から17日にかけ、台湾の高雄市立明華國民中學（�于諄校長）の中学生ら24人が修学旅行の一環

として当町を訪れ、日本文化を楽しみました。 

　台湾中学生らは、七戸町かだれ田舎体験協議会（立　由紀夫会長）での農家民泊やりんご収穫を体験。また、

最終日には、七戸中学校（天内不二子校長）を訪問し、まつり太鼓や全校合唱、剣道演舞などの心温まる歓迎

を受け、昼食に日本の学校給食を味わいました。同校の生徒と、英語で学校や文化を紹介しあう授業も行われ、

国や言葉の壁を越えて交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　まちなかコミュニティフリースペース（インテリア

ユニオン石源内）で11月12日、七戸理科クラブ実行

委員会（舩山義郎会長）が第２回ものづくり教室を開

催しました。町内の小学生22人が参加し、モーター

や小型発電機を使った、プロペラカーなどのおもちゃ

作りに挑戦。NPO法人日立理科クラブの会員からア

ドバイスを受けながら、電流が流れる仕組みなどにつ

いて学んでいました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲小学生たちがおもちゃ作りを通して電気への 
　理解を深めた第２回ものづくり教室 

　

　天間林老人福祉センターで11月８日、七戸高校の

高齢者詐欺対策研究チームの３年生８人が、町の認知

予防教室の利用者を対象に「『高齢者詐欺にあわない

ために』教室」を開催しました。総合的な学習の一環

として行ったもので、同チームが調べた詐欺の被害額

やその手口について、寸劇などを交えて説明しました。

仁和九十九くんは「最近被害が増えているので注意し

てほしい」と呼びかけました。

▲高齢者詐欺の手口を実演する七戸高生たち 
 

▲七戸中学校の生徒と英語で交流授業 ▲りんごの収穫体験をする台湾中学生 

 

12月11日㈰～12月20日㈫　冬の交通安全県民運動 
夜間事故やスリップ事故、飲酒運転事故などが多発する時期です。 

県民皆で交通事故の防止に努めましょう。 

ジィアンユジュン 

 

台湾中学生と七戸中学校の生徒が交流 

 

おもちゃ作りで電気を学ぶ 

 

七高生が詐欺被害注意を呼びかけ 

 

つくも 
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▲一生懸命戦うことを誓う 
　旧天間林村選抜チームの大池裕絵くん  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸運動公園野球場で10月22日、平成28年度ジュニア育

成事業の一環として、橋本武広杯少年野球大会が開催され、

旧七戸町・旧天間林村・東北町からそれぞれ選ばれた、小

学６年生中心の３チームが熱戦を繰り広げました。  

　この大会は、当町出身の元プロ野球選手橋本武広さんの「子

どもたちに野球を続けてほしい」という思いから毎年開催

されているもので、今回で10回目。橋本さんや家族が見守

る中、旧天間林村選抜チームが持ち前の守備力見せつけ、

４連覇を果たしました。  

 
大　会　結　果  

優　勝　旧天間林村選抜 

　　　　（天間西ジャイアンツ・天間東ＢＢＣ） 

準優勝　東北町選抜 

第３位　旧七戸町選抜（七戸ライオンズ） 

　屋内スポーツセンターで11月５日、天間林サッカー

少年団（向中野幸八団長）が第７回ちびっこサッカー

大会を開催し、道ノ上子ども園・榎林子ども園・チビッ

コるーむから集まった９チームが優勝を目指してボー

ルを追いかけました。応援には、保護者のほか、森ノ

上地区の老人クラブや婦人会の方々が駆けつけ、子ど

もたちが頑張る姿に歓声をあげていました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲一生懸命ボールを追いかけた第７回ちびっこサッカー大会 

　柏葉館で11月21日、除雪連絡協議会（盛田隆造会長）

が除雪業務の安全を祈願するための結団式を行い、期

間中作業にあたる町内19社から約50人が出席しました。

全社を代表し、田中土木㈱の田中準治さんが「無事故・

無災害で町民の皆さんに感謝されるよう努めます」と

誓いの言葉を述べ、安全意識を高めていました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲除雪作業の無事故を祈って誓いの言葉を述べた 
　田中土木㈱の田中準治さん 

ゆかい 

「橋本武広杯少年野球大会」旧天間林村選抜チームが４連覇 

 

園児楽しく屋内サッカー 

　 

結団式で冬の無事故祈る 

 

 

　　　　 

平成28年度　臨時福祉給付金・年金生活者等支援臨時福祉給付金 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平成29年２月28日まで 
七戸町役場本庁舎１階社会生活課で 
申請受付中！（8：15～17：00） 
 

申請はお早めに！ 

○問合せ先○ 

社会生活課 
☎68－2114



（6） 平成28年（2016）12月号 

10月19日
中部上北広域シルバー人材センター（新谷勝弘理事長）

　全国シルバー人
材センターの普及
啓発月間として、
奥羽牧場正門前か
ら国道4号にかけ、
つつじ周辺の美化
活動をしていただ
きました。

11月9日
国際ソロプチミスト十和田（稲本佐矩子会長）

　十和田市で開催
されたイベント
チャリティーディ
ナーショーにおい
て、教育振興資金
（図書購入費）と
して10万円の寄附
をいただきました。

 
 

11月4日
七戸ライオンズクラブ（中村健会長）

　10月30日に柏葉
館で開催されたイ
ベントの収益金か
ら、教育振興資金
（図書購入費）と
して10万円の寄附
をいただきました。

 
 
 

11月14日
東北電力㈱十和田営業所（堤幸治所長㊨）

㈱ユアテック十和田営業所（立花克也所長㊧）

　東北電力㈱十和
田営業所からLED
防犯灯10基を寄贈
していただきまし
た。今後、㈱ユア
テック十和田営業
所により取付工事
が行われます。

さくこ

善意ありがとうございます 
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やなぎはら　　　  かい 

柳原　　開くん 

（　旭　） 

 

 

えちぜん　  ななこ 

越前菜々子ちゃん 

（城　内） 

 

ちば　　　ゆうしん 

千葉　優心くん 

（上　町） 

 

 

たむら　　　けいご 

田村　圭悟くん 

（南　浦） 

 

こむろ　　　かずは 

小室　和葉くん 

（城　内） 

 

つのか　　　ゆうま 

角鹿　佑真くん 

（城　内） 

 

おりかわ　　  りのん 

織川　凜音ちゃん 

（柏葉町） 

   

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
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◎
ぼ
く
・
わ
た
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虫
歯
な
い
よ 
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月
17
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健

康
診
査
で
、
虫
歯
の
な
か
っ
た
お
子
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ご
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介
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す
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）
内
は
町
内
名  

                       

                                   

                                   

                                   

         

                          

献 血 の お 知 ら せ   
 

より多くの方のご協力をお願いします。 

◆12月20日㈫　七戸中央公民館
　①10：00〜12：00　②13：15〜16：30
※この日は七戸赤十字奉仕団天間林分団により、献血者
　にそばが提供されます（なくなり次第終了）。

◆12月25日㈰　イオン七戸十和田駅前店
　①10：00〜12：00　②13：15〜16：30

上十三保健所健康相談等日程 
 

　利用される方は、受付時間を厳守してください。
HIV（エイズ）、Ｂ型およびＣ型肝炎検査、精神保健関
係のご相談は予約してご利用ください。

 
〈場　所〉　上十三保健所　〈問合せ先〉　☎23−4261

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

国民健康保険・個別健診の 
お知らせ 

 

　七病ドックや総合健診を申し込みしていな

い40歳〜69歳で国民健康保険の方は、次のい

ずれかの医療機関で特定健診（血液検査、尿

検査、血圧測定などにより内臓脂肪症候群を

発見するための健診）を受けることができます。

　ご希望の方は、健康福祉課（☎68−4631）

へ申し込みをして、受診券と問診票が届き次第、

医療機関へ予約のうえ受診してください。
 

実施医療機関　石井医院　☎62-2752

　　　　　　　工藤医院　☎68-2666

実 施 期 間　平成29年２月28日㈫まで

　

ウォーキングで 
心も体もリフレッシュ 
～保健協力員研修～ 

　奥入瀬渓流で10月31日、七戸町保健協力員23

人が、健康づくりのためにウォーキングを行い

ました。保健協力員研修の一環として行われた

もので、日ごろ健診受診の呼びかけなどで町内

の家庭を訪問して歩く保健協力員が、自ら健康

づくりのお手本となることを目指して実施され

ました。当日はあいにくの雨でしたが、紅葉を

眺め、渓流の音に耳を傾けながら、約２時間ウ

ォーキングしました。参加者は、「体を動かせて

気持ちがいい。紅葉を見ながら皆と歩けて楽し

かった」と話していました。  

月　日

12．��6㈫
12．20㈫

12．15㈭

12．21㈬

種 　 別

結核接触者健診

Ｂ型およびＣ型
肝炎検査

ＨＩＶ(エイズ)
に関する相談

女性健康相談

精神保健福祉相談

療育相談

受 付 時 間

�9：00〜11：00

13：00〜13：30

13：30〜14：30

10：00〜10：30

13：00〜14：00

初めての方は
10：30〜11：00
2回目以降の方は
9：30〜10：30

対 象 な ど

結核患者接触者

県内市町村に住
所を有し、過去に
検査を受けたこ
とがない希望者

希望者

思春期から更年
期までの女性
精神・神経・飲酒
などの相談

発達が心配な乳
幼児



（8） 平成28年（2016）12月号 

▲講師歓迎のあいさつをする副町長 ▲鳥羽市の事例について話す江崎貴久さん 

しちのへ里山観光特別講演会2016が開催されました 

 

40代　男性 

老舗旅館の女将でありながら、地域の人と人をつなげ、ツアーガイド

もこなす素晴らしい女性でした。七戸の良さをもっと知る機会を増や

し、魅力発信していきたいと思いました！ 

 

 

30代　男性 

鳥羽市民が集まって協議会をつくったり、漁師さんがガイドしたりと、

ツアーが住民の手でつくりあげていることに驚かされました。「自分

たちに必要なものは自分たちでつくる」という精神を学ばなければい

けないと思いました。 

ありのままの日常を観光に　－人々の努力に光をあてる－ 

　七戸中央公民館で11月9日、しちのへ里山観光特別講演会2016が開催されました。三重県鳥羽市で旅館業を

営みながら、有限会社オズの代表取締役として体験型エコツアーを行っている江崎貴久さんを講師に招き、「あ

りのままの日常を観光に−人々の努力に光をあてる−」をテーマに講演してもらいました。会場には約50人が

訪れ、江崎さんが地域ガイド業を行う中で得た知識や経験についての軽快な話に、皆さん楽しそうに、そして

真剣に耳を傾けていました。

　鳥羽市は、三重県の最も東側に位置する漁業を中心とした漁師まちです。有限会社オズが行うツアーでは、

まちの生活と文化という日常に着目し、漁師や商店街店主と旅行客との間にコミュニケーションが生まれるよ

うな工夫をしており、人気を集めています。また、空き時間に漁師の方々が自らガイドを始めたり、商店街店

舗にツアー以外のお客さんが増えたりと、その効果は地域に広がりを見せているようです。鳥羽市の事例を参

考に、当町で似たような活動ができる可能性のある分野として農業が考えられます。農家が誇りを持って生産

したものや技術、知識などを、観光事業者がツアーとして組み立て、その良さを伝えるというように、それぞ

れの役割を分担しながら持続可能な事業展開へと繋げることが可能になります。

　他にも、鳥羽市の小学生が自分の住む島についてガイドを行う「島っ子ガイド」について、「子どもたちが活

動を始めると、多かれ少なかれ地域に良い影響が出る」と江崎さんは言います。地域を自ら調べることで、子

どもたちは地元に誇りを持つようになり、子どもたちが活動する姿を見る大人たちは、応援しようと動き出す

のだとか。観光資源である当町の農業の素晴らしさを伝えることは、観光客に対してだけでなく、地域の子ど

もたちに伝えていくことも大切なのです。

　当町では、持続可能で住民が主役になる観光事業を目指しています。そのためにも講演会の内容を参考にし、

観光事業者と住民、観光客、行政をつなぐ役割として観光協会の法人化に力を入れていきます。

参加者の声 

とば

商工観光課だより⑧
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東八甲田家族旅行村の薪運び作業を行いました 

 

　東八甲田家族旅行村で10月23日、ケビン

ハウス宿泊者が気軽に薪ストーブを利用で

きるようにと、ボランティアによる薪用丸

太運び作業を行いました。 

　ボランティアの方々は林の中で切り出し

た丸太をトラックへ積み込む作業を行い、

転がしたり、担いだりと、各々が工夫を凝

らして運搬し、心地よい汗を流していました。 

　また、同施設の管理棟に薪を保管するた

めの薪小屋が11月18日完成し、町へ引き渡

しされました。 

　設置は町から工事を請け負った七戸職業

能力開発協会が行い、作業を行った訓練生

たちは日ごろ培った技術で見事な薪小屋を

完成させました。 
 

▲川作酒店で店主から説明を受ける参加者 ▲佐藤紅緑碑の説明をするガイド 

七戸町文化ガイドの会 
視察研修 

まち歩きツアー 
「七戸“７”つめぐり」 

　中央商店街を主会場に11月５日、「しちのへ秋の大

収穫祭〜秋の味覚めぐり〜」の一環として、『ぶらり

と歩く！秋の「七戸」“７”つめぐり』と題したまち

歩きが行われました。

　地域おこし協力隊の坂本さんがガイドを務め、初

めてまちなかを歩く人におすすめしたい７カ所を案

内しました。参加者は、坂本さんの説明を聞きながら、

過去から現在へと続く七戸の街並みや歴史について

学び、立ち寄った店の店主と話を弾ませるなど、終

始楽しそうにまち歩きしていました。

　七戸町文化ガイドの会のスキルアップを目的として、

弘前市の街歩き観光ガイド団体「弘前路地裏探偵団」

の視察研修を行いました。

　弘前路地裏探偵団は、まち歩きが注目され始めた

平成22年ごろに、県内で先駆けて活動を始めたガイ

ド団体です。「路地裏こそ、その街の文化の花が咲く」

を合言葉に、弘前城のような有名な観光資源に埋も

れてしまって見落とされがちな、小さな観光資源を“弘

前らしさ”としてガイドを行っています。

　“新しいものと古いもの”、“和風なものと洋風なもの”

など、相反する文化が混在する弘前市の特徴を上手

にガイドしており、街並みの特徴を魅力的に伝える

技術は見習いたいと思いました。

▲薪小屋を建設した七戸職業能力開発協会の皆さん 
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　申告は、あなたの税金を計算するために行われ、国民健康保険税をはじめ、介護保険料や町営住宅家賃な

どの各種料金の算定、児童手当や保育料の審査など、さまざまな場面で利用されます。左のフローチャート

を使って、申告する必要があるか確認してみましょう。

　また、申告相談の日程などの詳しい情報は、広報１月号でお知らせします。

申告が必要な方　平成29年1月1日現在、七戸町内に住所を持ち、次の条件にあてはまる方

　１　営業等、農業、不動産、譲渡、一時、配当などの収入があった方

　２　給与収入があり、次のいずれかに該当する方

　　　・給与収入以外に別の収入があった方

　　　・平成28年中に就職または退職し、年末調整を受けていない方

　　　・２カ所以上から給与の支払いを受けた方

　　　・源泉徴収票に記載されている所得控除以外に、医療費控除などを受ける予定の方

　３　平成28年中に収入がなく、次のいずれかに該当する方

　　　・遺族年金・障害年金等非課税年金収入のみで、税関係の証明書が必要な方

　　　・国民健康保険税や介護保険料などの軽減を受ける場合や、町営住宅または教育関係制度などにおい

　　　　て申告が必要とされている方

　　　・七戸町外に住む親族に扶養されている方

　　　・所得課税証明書などの発行が必要となる方など

　４　公的年金（国民年金、厚生年金、共済年金、企業年金など）による収入があった人で、左記の『フロ

　　ーチャート表』で申告が必要と判定された方

申告が不要な方 

　１　税務署に確定申告書を提出する方

　２　給与収入のみで、勤務先から七戸町に給与支払報告書が提出されている方（年末調整済みの方）

　３　公的年金等（国民年金、厚生年金、共済年金、企業年金など）収入があった人で、左記の『フローチ

　　ャート』で申告が不要と判定された方

申告の際はマイナンバーカードをお忘れなく 
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行に伴い、来年２月（平成28年分）の申告
からマイナンバーが必要となります。申告にお越しの際は、下記①または②をご用意ください。
　また、事業者に提出が義務付けられている給与支払報告書では、平成28年分から、法人番号
と被雇用者のマイナンバーの記載が必要となります。それが個人事業主である場合は、あわせて
下記①・②のいずれかをご用意ください。
　マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カードを紛失した方は、再発行に1カ月を要しま
すので、すぐに町民課または支所庶務課へお越しください。 

①マイナンバーカード
②マイナンバー通知カードおよび顔写真付きの本人確認書類（運転免許証など）

平成28年分　申告のお知らせ 平成28年分　申告のお知らせ 
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スタート 平成29年１月１日現在の住所が七戸町である。 

七戸町在住の親族の税法上の扶養になっている 
 
誰の税法上の扶養にもなっていない 
七戸町以外の親族の税法上の扶養になっている 
 
七戸町在住の親族の税法上の扶養になっている 
 
誰の税法上の扶養にもなっていない 
七戸町以外の親族の税法上の扶養になっている 
 
年金収入のみで148万円（65歳未満は98万円）以下である 
 
年金収入のみで148万円（65歳未満は98万円）超、400万円以下 
 
年金収入が400万円以下で、他の所得（20万円以下）がある 
 
年金収入のみで400万円を超える 
 
年金収入以外の所得が20万円を超える（年金収入金額に関係なく） 
 
年末調整が済んでいる（１カ所からの給与のみ） 
給与収入が93万円以下 
 
給与収入以外の所得が20万円以下である 
 
年末調整の内容に変更がある 
医療費控除を受ける 
新規に住宅借入金等特別控除を受ける 
２カ所以上から給与の支払いを受けた 
年末調整が済んでいない（給与収入93万円以下も含む） 
給与収入が2千万円を超える 
給与収入以外の所得が20万円を超える（給与収入金額に関係なく） 
 
所得金額より控除が多い場合（所得税が課税されない） 
 
所得金額より控除が少ない場合（所得税が課税される） 
 
 
 
 
 
 
 

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

 

収入なし 
 
 

非課税収入のみ 
（遺族年金、障害
年金、失業給付金
など） 
 
 
 
 
 
主に年金収入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主に給与収入 
 
 
 
 
 
 

事業所得 
（農業、営業など） 
不動産所得 
雑所得 
一時所得 
利子所得 
配当所得 
総合譲渡所得 

がある人 
 
譲渡所得 
（土地・建物） 
先物取引の雑所得 
株式等の譲渡所得 
上場株式等の配当所得 
山林所得 

がある人 
 
 

申 告 不 要  
 

住民税申告 
 

申 告 不 要  
 

住民税申告 
 

申 告 不 要  
 
住民税申告 
 
住民税申告 
 
確 定 申 告  
 
確 定 申 告  
 

申 告 不 要  
 

住民税申告 
 
 
 
 
確 定 申 告  
 
 
 
 
住民税申告 
 
確 定 申 告  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確 定 申 告  

※不要な場合
　もあります 
 

○問合せ先　税務課　☎68−2113

申告フローチャート　あなたが申告する必要があるか確認してみましょう 

七戸町への申告は必要ありません。平成29年１月 
１日現在の住所地で申告してください。 

いいえはい

 

平
成
28
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？ 

※年齢は平成29年１月１日現在 
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城南こども園  

城北こども園  

明 照 保 育 園  

道ノ上こども園 

榎林こども園  

チビッコるーむ 

 

 

利用可能な特別保育事業 

延長、一時預かり、休日、病後児、障がい児保育 

延長、一時預かり、障がい児保育 

延長、一時預かり、障がい児保育 

延長、一時預かり、障がい児保育 

延長、一時預かり、障がい児保育 

延長、一時預かり、休日、病後児、障がい児保育 

 

電話番号 

62－3095 

62－2090 

62－3223 

68－2047 

68－2042 

68－2793 

 

定員  

1号 

15名 

10名 

 

5名 

 

 

2・3号 

100名 

80名 

50名 

120名 

70名 

65名 

 

 

 

 

七戸地区 

 

天 間 林  

地 区  

 

施 設 名 称  

 

 

 

　平成29年度の入園受付期間は１月４日㈬〜31日㈫までです。新規・継続問わず、お手続きが必要となりま

すので忘れずに申請してください。

 

○募集内容（12月1日現在）

 

 

 

 

 

 

 

※施設の利用定員を超えた場合、ご希望の施設に入園できないことがあります。

※開園時間など、詳細は各園にお問い合わせください。

 

○認定について 

　【1号認定を希望する場合】 

　　　→お子様の年齢が平成29年４月１日時点で満３歳以上であればどなたでも申請できます。

　【２・３号認定を希望する場合】 

　　　→両親とも次のいずれかに該当しなければなりません。

　　　　①就労　②妊娠・出産　③保護者の疾病・障害　④同居または長期入院している親族の介護・看護

　　　　⑤災害復旧活動　⑥求職活動（90日まで）　⑦就学（職業訓練を含む）　⑧虐待やDVの恐れがあること

　　　　⑨育児休業取得中に、すでに保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること

　　　　⑩その他町が認める場合

 

○申請方法 

　　各園・社会生活課・支所庶務課のいずれかで、①支給認定申請書兼利用申込書、②就労証明書（２・３

　号認定の方）、③その他申立書（２・３号認定の方）を受け取り、必要事項を記入して、同じ所へ提出して

　ください。また、新規申込の方は、④世帯員全員分のマイナンバーカード（またはマイナンバー通知カー

　ド）、⑤申請者本人の身分証明書（運転免許証など）も忘れずにご用意ください。

　※新規申込の方のうち、平成28年１月１日時点で七戸町外に住んでいた場合は、前住所地で平成28年度所

　　得課税証明書（両親分）をご用意ください。

 

○町外の施設への入園を希望される方へ 

　　仕事の都合などで町外の施設を利用したい方は、社会生活課へご相談ください。他市町村と協議のうえ、

　受け入れが可能な場合に入園できます。

 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度幼保連携型認定こども園・保育園入園児募集 平成29年度幼保連携型認定こども園・保育園入園児募集 
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平成29年度奨学資金貸付事業のお知らせ 

　町では、大学や短大などへの進学を支援し、人材

育成を図ることを目的として、奨学資金を貸し付け

しています。

貸付金額（専門学校は入学一時金のみ）

　【入学一時金】50万円以内　

　　（平成29年４月に１回のみ）

　【月　　　額】４万円以内

　　（平成29年４月から正規の修学期間）

必要書類

　①奨学資金貸付申請書（学務課にあります）

　②合格通知書または入学許可証の写し

　　※在学中の方は在学証明書

　③所得証明書（世帯全員分）

　④住民票（世帯全員分）

　⑤成績証明書（最終卒業学校のもの）

受付期間

　平成28年12月19日㈪〜平成29年３月３日㈮

　※㈯・㈰・㈷を除く

貸付が決定した場合

　貸付決定は４月上旬、郵便でお知らせします。

就学指定校の変更を希望される保護者の方へ 

　町立の小・中学校は、通学区域（学区）に基づき、

教育委員会が就学校を指定しています。しかし、次

のような特別な事情がある場合、就学校の変更が認

められることがあります。変更を希望される保護者

の方は、学務課までご相談ください。

○学期・学年途中に転居または転居予定がある場合

○指定校に入級する特別支援学級がない場合

○心身の故障や疾患のため指定校への通学が困難な

　場合

○いじめ・不登校など学校生活の状況により指定校

　での就学が困難な場合

○指定校に希望する部活動がない場合

○共働き、ひとり親などにより、下校後の保護に欠

　ける状態であり、希望校の近くに保護先が確保さ

　れている場合

○兄弟姉妹と同一の学校での就学を希望する場合

 

○問合せ先　学務課　☎62−9701

学務課からお知らせ 学務課からお知らせ 
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除排雪体制にご協力をお願いします 除排雪体制にご協力をお願いします 

至青森 至七戸十和田駅 

至十和田 至七戸市街 

旧
国
道
４
号 

中部上北 
広域事業組合 

七戸体育館 

城北 
こども園 

県立七戸 
養護学校 

公立 
もみのき学園 

雪捨て場 

至国道394号 

至天神林 

県
道
七
戸
十
和
田
線 

新川原町 
集会所 

さかた 
温泉 

ベーカリー 
あぜりあ 

雪捨て場 

高瀬川 七戸川 

作
田
川 

　冬の安全な交通を確保し、除排雪を効果的・効率的に行うためご理解とご協力をお願いします。 
 
◎除雪車の出動時間 
　通常、除雪作業は降雪が15㎝以上あれば、

午前２時ごろから開始し、午前７時30分ごろ

終了するよう行っています。しかし、大雪や

路上駐車などで作業が遅れたり、通勤・通学

時間を避けるため出動時間をずらしたりする

ことがあります。 

 
◎早く安全に除雪作業を行うためのお願い 
 
 ◆家の前の除雪 

　除雪作業の際、除雪した雪が皆さんの家の

出入口をふさいでしまうことがあります。故

意に雪を置いていくわけではありませんので、

各家庭での除雪をお願いします。 

 
 ◆宅地の雪を道路に捨てないでください 

　宅地の雪を道路に押し出すと車道が狭くなり、

道路が蛇行する原因となります。 

 
 ◆路上駐車はやめましょう 

　路上駐車は除雪の障害になるだけでなく、

救急車や消防車などの緊急車両の妨げにもな

ります。 

 
 ◆踏み板、敷き鉄板は撤去してください 

　車を乗り入れるための踏み板や鉄板は除雪

の邪魔になり、除雪車の故障の原因にもなり

ます。 

 
 ◆道路にはみ出している樹木・枝は切ってください 

　道路にはみ出している樹木は除雪の障害と

なり、枝からの落雪で歩行者や車両に被害を

与えます。 

 
○問合せ先　建設課　☎62－6244 
 

 

①七戸体育館
　南側雪捨て場

②河川公園
　雪捨て場

◎雪捨て場のご案内  
　家庭や事業所の雪を捨てるときは、注意事項を守り、

次の雪捨て場をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆開設期間 

　12月１日㈭～３月31日㈮　９：00～16：00 

◆注意事項 

　①他市町村からの持ち込みはしない。 

　②指定場所以外には捨てない。 

　③雪捨て場内での利用者の事故やトラブルには一切責

　　任を負いません。 

　④許容量を超えた場合には、閉鎖することもあります。 

※コンクリートブロック・土のう・砕石など、雪以外の
　ものが混入しないように排雪してください。混入を見
　かけたら車のナンバーを建設課へお知らせください。 
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　高齢者や障がいのある方の世帯で、業者などにお願いした除排雪費用の一部を助成します。 
 

【対象世帯】下記①〜③のいずれかに該当し、　〜　をすべて満たすこと

【対象となる除雪】屋根の雪下ろし、軒下や間口の除排雪

　　　　　　　　　※空き家、店舗、車庫、物置、小屋などの除排雪は対象外

 

【助成対象となる除雪業者など】町内の業者・団体・個人
　　　　　　　　　　　　　　　※個人のうち「親族」が行ったものは対象外
 

【助成額】　除雪費用の半額（限度額27,000円）

　　　　　　例）除雪費用20,000円→助成額10,000円
 

【申請方法】次のものを準備して、健康福祉課または支所庶務課にお越しください。

　　　　　　事前登録：①印鑑、②申請者本人の口座情報
　　　　　　　　　　　※対象者であることを確認するために事前登録が必要です。

　　　　　　助成金の申請：除雪費用の領収書
 

【申請期間】平成28年12月１日㈭〜平成29年３月31日㈮　※㈯・㈰・㈷を除く

 

  ○問合せ先　健康福祉課　☎68－4631 
 
 

 

落雪事故が起きそうな場所はありませんか？ 
 

　屋根の雪やつららの落下は、歩行者のけがや車の破損事故につながります。事故が起きた場合、建

物の所有者が賠償責任を問われることがあります。事故をなくすため、次のことを行ってください。 
 

◎雪やつららはこまめに取り除き、道路へ落下しないような対策を行ってください。対策器具の金属

部 　分がさびついていないかなども確認しましょう。 

◎軒下で子どもを遊ばせないでください。また、看板などで、通行者への注意喚起も行いましょう。 

◎通行の妨げとなりますので、除雪した雪は道路に出さないでください。 
 

○問合せ先　建設課　☎62－6244 
 

 

 

75歳以上の高齢者のみの世帯（平成29年３月31日現在

の年齢）

身体障害者１・２・３級（３級は視覚障害または内部障

害のみ）、愛護手帳Ａ、精神保健福祉手帳１級の方のみ

の世帯

①の高齢者と②の高齢者で構成される世帯

①

②

③

○町内に住所がある一戸建て

　住宅

○町民税非課税または均等割

　のみの世帯

○町内に18歳を超える子・孫

　および配偶者がいない

ウ

イ

ア

除雪費用の一部を助成します 除雪費用の一部を助成します 
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　太陽光発電施設用地（太陽光発電池、架台、パワーコンディショナーなどが設置された土地）は、下表の

ように固定資産評価されます。

　また、下表太枠内に該当する土地の所有者には、平成29年２月までに説明資料を郵送します。

※固定資産税の算出方法　［1㎡当たりの評価額］×［地積］=［評価額］

　　　　　　　　　　　　［評価額］×70％（負担調整率）=［課税標準額］

　　　　　　　　　　　　［課税標準額］×1.4％（税率）=［税相当額］

○問合せ先　税務課　☎68−2113

　上十三消防指令センターでは、聴覚・言語障害などにより音声での119番通報が困難な方のため、スマー

トフォン・携帯電話のインターネット接続機能を利用して、簡単で素早く119番通報することができる「緊

急通報システムＮＥＴ119」を県内で初めて導入しました。

　上記障害により、身体障害者手帳を交付されている七戸町または東北町在住の方が対象で、中部上北広域

事業組合消防本部警防課窓口か同消防本部ウェブサイト（http://www.chubukamikita-fd.jp/）で登録す

ることでご利用できます。ご不明な点は、警防課へご連絡ください。

※登録料は無料ですが、別途通信料がかかります。

○問合せ先　中部上北広域事業組合消防本部�警防課　☎62−3142　FAX62−5601

　小又勉町長、田嶋輝雄町議会議長、三上正二同副議長、松本祐一道路整備促進特別委員会委員長、小

坂義貞同副委員長の５名は、10月18日と19日の両日、国土交通省東北地方整備局、国土交通省、財務

省、県選出国会議員に対して要望活動を行い、一般国道45号上北自動車道の整備予算増額や早期完成

を呼びかけました。

▲財務省の茶谷栄治主計局次長に対する要望活動 

 

▲国土交通省の石川雄一道路局長に対する要望活動 

 

土地の登記地目

宅 地

宅 地 以 外  

評価額

宅地の評価額のまま

宅地1㎡当たりの評価額の50％

宅地1㎡当たりの評価額の30％

宅地1㎡当たりの評価額の30％

地区

町内全域

商業・工業・住宅地区

村落地区

その他の地区

太陽光発電施設用地の課税について 太陽光発電施設用地の課税について 

消防本部「緊急通報システムＮＥＴ119導入のお知らせ」 消防本部「緊急通報システムＮＥＴ119導入のお知らせ」 

「一般国道45号上北自動車道」 

早期完成に向け要望活動を実施 
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　国民年金保険料は、社会保険料として課税所得から控除され、税額が軽減されます。国民年金保険料全額

が控除の対象となり、過去の保険料を納めた分も含まれます。また、自分の保険料だけでなく、家族の分を

支払っている場合もあわせて控除の対象となります。

　控除を受けるには、年末調整や確定申告の際、保険料を支払ったことが証明できる書類（領収書など）が

必要となりますので、捨てずに保管しておきましょう。

　国民年金は税法上とても有利で、老後はもちろん、傷病の際に障害年金を受給できるなど、心強い味方と

なる制度ですので忘れずに納めましょう。

○問合せ先　青森年金事務所　☎017−734−7495

　ふるさと寄附金とは、応援したいとお考えの県や市町村への寄附金額に応じて、現在居住地の住民税を控

除するものです。

　青森県への寄附は、ふるさと青森応援サイト（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/025_01furusato

index.html）からお手続きできますので、県外に住む親族・友人などにぜひご紹介ください。

　「ふるさと青森」へのあたたかいご支援をよろしくお願いします。

○問合せ先　青森県総務部税務課　☎017−734−9064

　県では、河川管理の支障となる河川内の雑木を伐採していますが、近年繁殖力の強い

外来種が増え、多額の費用を要することから、伐採が行き届いていない現状にあります。

　ご自宅付近の河川内で繁茂している雑木を、自ら伐採して何かに利用したいなどあり

ましたらご連絡ください。

 
○問合せ・申込み先　 

県土整備部　河川砂防課　企画・防災グループ　☎017−734−9662
上北地域県民局地域整備部　河川砂防施設課　　☎0176−23−4329
ウェブサイト　http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/2013zatuboku.html

 
 
 

 

 

 

　ごみを山林や道路に捨てる不法投棄は、法律で固く禁じ

られており、不法投棄を行った者には、５年以下の懲役ま

たは1,000万円以下の罰金が科せられます（法人に対しては

３億円以下の罰金）。自然環境保全のため、ごみは適切な方

法で処分くださるようご理解とご協力をお願いします。 

 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 

「ふるさと寄附金」について 「ふるさと寄附金」について 

県河川砂防課からお知らせ 県河川砂防課からお知らせ 

ごみの不法投棄は 

犯罪です 
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新 着 図 書 情 報 

 
／諸田玲子（著） 

関ケ原の戦いで徳川勢力に敗北し
た父を持ち、のちに家康の側室とな
り、本多正純に下賜されたお梅の方。
数奇な運命に翻弄されながらも、し
なやかに生きぬいた実在の女性の
人生を描いています。 

 
／土井善晴（著） 

一汁一菜とは「ご飯、味噌汁、漬物」
を原点とする食事の型。料理研究家・
土井善晴が、心地よい場所に帰って
くる生活のリズムをつくる柱となる、
一汁一菜という日本人としての「生
き方」を提案します。 

 
／あさのあつこ（著） 

中学時代、フルートに「選ばれなかっ
た」美由。だが高校入学早々に出会っ
た友里香と咲哉に巻き込まれ、美由
は再び音楽に触れて…。女子高生の
揺れ動く気持ちを丁寧に描いた長
編ストーリー。 

 
／エラ・フランシス・サンダース（著/絵） 

前田まゆみ（訳） 
「ロバにスポンジケーキ」「あなたのレバー
をいただきます」…世界には、こんなにも
風変わりで美しい表現方法がたくさんある。
世界のユニークなことわざや慣用句を51
語集め、感性あふれる文と絵で紹介した一冊。 

 
／宮沢賢治（作）・柚木沙弥郎（絵） 

闘病生活のさなかに書きとめられ
た言葉は、作品として書かれたもの
ではなく、賢治の「祈り」そのものだっ
た。宮沢賢治がのこした一冊の手帖
にメモのように記されていた詩「雨
ニモマケズ」を絵本化。 

 
／北岡明佳（監修） 

グループ・コロンブス（構成・文） 
クリスマス・イブの夜、サンタクロース
は世界中の子どもたちにプレゼントを
届けに飛び回っているよ。今ごろどこ
にいるのかな？探しに行こう！だまし
絵がいっぱいのクリスマスの遊び絵本。 

■12月の休館日…22日（木）、23（金）、 
　　　　　　　　29日（木）～翌１月３日（火） 
■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
蔵書検索【http://www.town.shichinohe.lg.jp】 

 

か　し 

図書情報 図書情報 



企画展「最強の名機零戦を生んだ堀越二郎」 
日　　時　平成29年5月14日（日）まで　9：30～16：30 
場　　所　県立三沢航空科学館特設展示場 
内　　容　零戦設計者の堀越二郎を知っていただくため
　　　　　の企画展です。現在当館に展示中の、映画『山本
　　　　　五十六』の撮影に使用された原寸大の零戦（レ
　　　　　プリカ）と合わせてお楽しみください。 
問合せ先　県立三沢航空科学館　☎50－7777 
 
特別企画展『映画監督◎寺山修司』 
日　　時　平成29年3月31日（金）まで　9：00～17：00 
場　　所　寺山修司記念館 
内　　容　幻想的かつ先駆的な表現で観客を魅了した寺
　　　　　山修司の映像作品。寺山映画の製作に関わるさ
　　　　　まざまな資料から、映像の魔術師の魅力に迫り
　　　　　ます。 
問合せ先　寺山修司記念館　☎59－3434 
 
 
 
 

アーツ・トワダ　ウィンターイルミネーション 
日　　時　平成28年12月3日（土） 
　　　　　～平成29年1月9日（月） 
　　　　　16：30～21：00 
場　　所　十和田市現代美術館前 
　　　　　アート広場 
問合せ先　十和田市観光推進課 
　　　　　☎51－6772 
 
 
2016クリスマスマーケットin小坂 
～クリスマスまでのカウントダウン～ 
日　　時　平成28年12月3日（土）～24日（土）　※毎週（土） 
　　　　　17：00～19：30 
場　　所　明治百年通り（天使館周辺） 
問合せ先　小坂町役場観光産業課　☎0186－29－3908 
　　　　　小坂まちづくり株式会社　☎0186－29－5522 

 
 
 
 

 
ぐるっとNAVI上十三・十和田湖広域定住自立圏情報 
 

第9回チャリティー歌と踊りのつどい 
　新春を彩る歌と踊りをお楽しみください。特別ゲストに演歌

歌手の山川大介さんが出演しますので、ご友人お誘い合わせの

うえ、ご来場ください。入場券の販売場所などは、電話でご確

認ください。

日　　時　平成29年1月15日㈰　11：00開演

場　　所　七戸中央公民館

入 場 券　前売券　　800円

　　　　　当日券　1,000円

問合せ先　てんまカラオケ愛好会事務局　　090−5238−9985
 

 

青森暮らしセミナー開催 
　七戸町をはじめとする県内６つの自治体が、地域紹介や移住・
定住に関する相談会を東京都内の会場で開催します。当日は、
特産品のプレゼントもありますので、首都圏にお住まいのご家
族やご友人にぜひご紹介ください。詳しい内容は、NPO法人
ふるさと回帰支援センターウェブサイト（http://www.furus
atokaiki.net/）をご覧ください。
日　　時　12月18日㈰　�11：30〜14：30
場　　所　東京交通会館8階
　　　　　東京都千代田区有楽町2-10-1（有楽町駅前）
入 場 料　無料（予約不要）
問合せ先　地域おこし総合戦略課　☎68−2422

鷹山宇一記念美術館特別展　平成29年１月22日㈰まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先　鷹山宇一記念美術館　☎62−5858

�

「鷹山宇一アトリエ展」 
　鷹山宇一のアトリエを再現し、叙情を帯びた幻

想絵画を展示します。

「第16回鷹山賞児童作品展」 
「第16回地球環境世界児童画コンテスト優秀作品展」 
　県内の小・中学生から公募した絵画コンテスト「鷹

山賞児童作品展」の入賞・入選作品全73点をご紹

介します。また、地球環境をテーマにした「地球

環境世界児童画コンテスト」の優秀作品に選ばれた、

世界各国の子どもたちの作品もご紹介します。�
 

12月10日（土）は 鷹山宇一生誕記念日「遊蝶記」 

どなたでも無料でご入館できます！ 

入館時間　10：00〜18：00（最終入館17：30）�

休 館 日　①毎週月曜日�※祝日の場合は開館し翌日休館�

　　　　　②12月29日㈭〜１月２日㈪�

入 館 料　一般500円、高校・大学生300円、

　　　　　小・中学生100円�

イ ベ ン ト 情 報  
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募 　 集 　 情 　 報  

児童館・学童保育クラブ 指導員募集 
募集人数　若干名

勤務内容　放課後や週末の小学生の指導

雇用期間　平成29年４月１日〜平成30年３月31日

　　　　　（必要に応じて更新あり）

勤務時間　㈪〜㈮　13：30〜18：30（５時間）

　　　　　※㈯、夏休みなどは７：30〜18：30の間で８時

　　　　　　間

応募資格　町内在住（見込）者、男女不問、年齢要件あり

報　　酬　時給1,000円〜（資格要件、勤務経験による）

　　　　　賞与なし、社会保険・有給・特別休暇あり

募集期間　12月５日㈪〜19日㈪　※㈯・㈰・㈷を除く

応募方法　履歴書を社会生活課へ提出してください。�

　　　　　※郵送不可

面 接 日　平成29年１月６日㈮

問合せ先　社会生活課　☎68−2114

平成29年度　三沢基地モニター募集 
　三沢基地の見学などを通じてご意見・ご要望をお聞き

するため、自衛隊や防衛問題に関心がある方を対象に、

三沢基地モニターを募集します。

募集定員　10名

委嘱期間　平成29年４月から平成30年３月まで

活動内容　①基地内・職場見学　

　　　　　②航空機体験搭乗

　　　　　③アンケート調査、モニター会議　など

申込方法　はがきに住所・氏名・生年月日・職業・電話

　　　　　番号を明記し、次の宛先へ郵送してください。

　　　　　　〒033-8604　三沢市後久保125-7

　　　　　　第３航空団司令部渉外室�基地モニター係　

申込締切　平成29年１月26日㈭必着

問合せ先　航空自衛隊三沢基地渉外室広報班

☎53−4121

　　　　　

足場の組立て等作業主任者技能講習 
　法律により、足場の組立てや解体などを行う事業者は、本技能講習を修了した者が作業を指揮しなければなりませ

ん。関係者の方などは、ぜひこの機会をご利用ください。

日　　時　平成29年１月７日㈯・８日㈰　両日９：00〜17：20

場　　所　青森原燃テクノロジーセンター（東北町）

受講資格　①足場作業に３年以上従事した経験がある21歳以上の方

　　　　　②大学までの間に土木・建築・造船のいずれかを専攻し、足場作業に２年以上従事した経験がある20歳以

　　　　　　上の方

　　　　　③その他、厚生労働大臣が定める者

参 加 費　受講料　10,000円（資格により一部免除あり）

　　　　　教材費　��1,320円

申込方法　各商工会で用意している申込書に必要事項を記入し、同所へ持参してください。その際、①参加費、②写

　　　　　真（縦3.6cm×横2.4cm）、③認印、④本籍がわかるもの（住民票、パスポートなど）を忘れずにご用意く

　　　　　ださい。

申込締切　12月20日㈫

申込み先　七戸町商工会　☎62−2521／七戸町天間林商工会　☎68−2189

公立七戸病院職員募集 

 
 
 
 
 
 
 
 

問合せ先　公立七戸病院�庶務課　☎62−2105　〒039-2595　七戸町字影津内98-1
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看護師（2名）

看護師資格を有する方また

は平成29年３月に取得見

込みの方

患者への看護業務全般

３交代制（週38時間45分）

平成29年４月１日

（臨時採用期間３カ月）

中部上北広域事業組合給与

規定による

面接、小論文

身分：地方公務員

①履歴書、②看護師免許証

の写し（上記資格取得見込

みの方は③卒業見込証明書

および④成績証明書）

12月28日㈬

※応募状況により延長あり

臨床検査技師（1名）

臨床検査技師資格を有する

方または平成29年３月に

取得見込みの方

患者への検査業務全般

8：15〜17：00（週５日）

平成29年４月１日

（臨時採用期間３カ月）

中部上北広域事業組合給与

規定による

面接、小論文

身分：地方公務員

①履歴書、②臨床検査技師

免許証の写し（上記資格取

得見込みの方は③卒業見込

証明書および④成績証明

書）

定員に達するまで

パート臨床検査技師（1名）

臨床検査技師の資格を有す

る方

患者への検査業務全般

8：30〜12：30（週５日）

随時採用（試用期間３カ月）

時間給1,200円

交通費支給・賞与年２回

面接

雇用保険、労災保険加入

①履歴書、②臨床検査技師

免許証の写し

定員に達するまで

職 種

応募資格

業務内容

勤務時間

採 用 日

給与など

試験内容

そ の 他

応募書類

募集締切



く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》 

－行政・人権相談－ 
（人権問題や悩みごと、行政への要望など）

町民課☎68−2112、庶務課☎62−2111

日　時　12月７日㈬　９：00〜12：00
場　所　本 庁 舎　２階�第１・２会議室
　　　　七戸支所　３階�第２会議室
相談員　行政相談委員、人権擁護委員
 

－暮らしの相談会－ 
（弁護士による巡回無料相談）

十枝内総合法律事務所☎21-4005

日　時　12月８日㈭　10：00〜12：00
場　所　柏葉館　１階　小会議室
相談員　弁護士
※電話による予約制になっています。
※１回の相談時間は30分です。
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平成29年　七戸町成人式 
 

日　時　平成29年１月８日㈰ 
　　　　受付�12：00〜　記念撮影�13：00〜　式典 13：30〜
場　所　七戸中央公民館
対象者　平成8年4月2日〜平成9年4月1日生で、七戸町での居住経
　　　　験がある方。出席希望の方で、案内状が届かなかった場合
　　　　は電話でご連絡ください。

 
問合せ先　生涯学習課　☎62−9702

平成29年　新年祝賀会 
日　　時　平成29年１月４日㈬�　17：00〜
場　　所　柏葉館�
会　　費　3,000円（当日会場受付）※立食形式です
参加申込　どなたでも参加できます。
　　　　　12月14日㈬までに電話でお申し込みください。
そ の 他　天間林地区からの参加者は送迎バスをご利用ください。
　　　　　【行き】16：20七戸中央公民館発
　　　　　【帰り】18：30柏葉館発（予定）　

 

申込み・問合せ先　総務課　☎68−2111

七戸町消防団出初式 
 

 
 
 
 
 
日　　時　平成29年１月７日㈯　11：00〜
場　　所　第1会場：七戸町中央公園内
　　　　　第2会場：屋内スポーツセンター 
問合せ先　総務課　☎68-2111

七戸町消防団出初式 
 

 
 
 
 
 
日　　時　平成29年１月７日㈯　11：00〜
場　　所　第1会場：七戸町中央公園内
　　　　　第2会場：屋内スポーツセンター 
問合せ先　総務課　☎68-2111
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 町の統計  
 

平成28年10月31日現在 

★人口と世帯 
　男　　　7,824人　（－  4） 
　女　　　8,500人　（－ 13） 
　計　　 16,324人　（－ 17） 
世帯数　6,830世帯　（－  1） 
　（　 ）内は前月比 
 
 

★交通事故 
　件数    2件　（26件）  〈　0〉 
　傷者    3人　（34人）  〈＋3〉 
　死者    0人　（ 2 人）  〈＋2〉 
 
★町内の火災 
　建　　　　物 0件（4件）〈＋3〉 
　林野・その他 0件（4件）〈－1〉 
 
　（    ）１月からの累計 
　〈    〉前年同月との累計比 
 

家屋調査にご協力ください 
 
　家屋を新増築すると、その翌年度から
固定資産税が課税されます。町では、適正
な課税を行うため、家屋調査を実施して
います。税額を算出するために必要な調
査ですので、皆さまのご理解とご協力を
お願いします。 
　また、家屋を取り壊した場合は、滅失届
を忘れずに提出してください。 

【問合せ先】　税務課☎68－2113 

●発行日　平成28年12月１日　　●発行者　七戸町企画調整課　〒039－2792青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡�0176－68－2940（この広報は再生紙を使用しています） 

 
 
 
 
　　　　平成29年 

開催日　２月５日（日） 
 
場　所　七戸町中央公園 
 

 申　込　方　法  
観光情報サイト旅の蔵しちのへ（http://www. 
shichinohe-kankou.jp/）から参加申込書をダウン
ロードし、必要事項を記入のうえ、郵送または
FAXでお送りください。 

申込締切：平成29年１月６日（金） 12：00まで 
  

【問合せ・申込み先】　ホワイトバトル実行委員会（役場商工観光課内） 
〒039-2592七戸町字七戸31－2　☎62－2137  FAX62－6245

『しちのへホワイトバトル2017』 
参加チーム募集中！ 　１チーム７人の選手が雪玉を投げ合い、相手陣 

内のフラッグを奪い合う雪合戦競技です。 
　子どもから大人まで、各部門で熱い戦いが繰り 
広げられます。ご友人お誘いあわせのうえ、ぜひ 
ご参加ください！ 

 

 

 
 
 

　漢詩や和歌の歌唱力を競う第127回全国吟道大会が

10月23日に東京都で開かれ、七戸吟友会会長の植西

正勝さんが、東北地区代表チームの一員として出場

しました。前回大会の雪辱を果たそうと頑張りまし

たが惜しくも入賞を逃し、「来年も頑張りたい。詩吟

の魅力や面白さを多

くの人に伝えられる

ように普及していき

たい」と話してくれ

ました。七戸吟友会

では、現在会員を募

集しています。興味

がある方は☎62 -

2371（植西さん宅）

へ気軽にお問い合わ

せください。

 

 

 

　10月22日に岩手県で行われた、全国障害者スポー

ツ大会の立ち幅跳びで、哘勝悦さんが２m48cmの大

会新記録で優勝しました。哘さんは、平成19年の秋

田大会で走り幅跳びに出場した経験がありましたが、

立ち幅跳びへの出場は、40歳の年齢要件を満たして

から初めて。自身初の快挙に「大会記録を超えたい

と思っていた。嬉しい」と笑顔で話してくれました。

 

 

 

 

 

 

 

 
▲大会新記録の快挙に笑顔を見せる哘勝悦さん 

 

全国障害者スポーツ大会　【立幅跳】 

哘勝悦さんが大会新で優勝 

 

 

 

植西正勝さんが 
全国吟道大会で健闘 

 

 

　 

▲２年連続全国大会出場の 
　植西正勝さん 
 

＋ 
－ 

賞金 
 

優　勝 

準優勝 

第３位 

小学生(低) 

20,000円 

10,000円 

5,000円 

小学生(高） 

30,000円 

20,000円 

10,000円 

レディース 

30,000円 

20,000円 

10,000円 

一般 

50,000円 

30,000円 

20,000円 

※副賞として同額分の七戸町商品券も授与されます 


